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論文内容の要旨

本論文は，筆者が国際電信電話株式会社研究所および米国のコムサット研究所において行なった，

開口面アンテナの高性能化に関する研究の成果をまとめたもので， 5 章からなっている。

第 1 章は緒論であって，衛星通信において開口面アンテナの果す役割と従来の研究の概要とを述べ

ると共に，筆者が行なった研究の目的とその範囲とを示して，本論文がこの分野において占める地位

を明らかにしたものである。

第 2 章は，衛星通信用大口径アンテナに関する研究結果を述べたもので，まず，円錐ホーンアンテ

ナの解析と実験結果から，これを近接領域で用いると広い周波数帯域にわたって利得の高い開口面ア

ンテナが得られることを明らかにし，開口20m のカセグレンアンテナにこれを適用した際の利得，雑

音温度特性等に関する実測結果を示している。つぎに大口径アンテナの利得測定法に関し，従来の方

法の問題点を明らかにした後，人工衛星および電波星を用いた新しい利得測定法を提案し，その理論

と実際の測定方法，ならびに実測結果について述べている。さらに本章では，高次モードを用いる新

しい自己追尾方式に関する解析と，これを上述の20m アンテナで実用した装置の概要およびその実験

結果についても述べている。

第 3 章では，前章で述べたような大口径アンテナの一次放射器あるいは通信衛星のグローバルビー

ムアンテナとして用いるのに好適な，誘電体装荷ホーンアンテナの諸特性について論じたもので，

複合モードホーンの一般的特性を示した後，誘電体装荷による TM llモードードの励振に関する理論

的ならびに実験的検討の結果を述べている。つぎに，基本型となる誘電体装荷円錐ホーンの構造と特

性とを示した後，広帯域化するための各種変形について論じ，最後に衛星搭載用整形ビームアンテナ
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に対する応用例を示している。

第 4 章は，誘電体装荷ホーンアンテナの交差偏波特性に関する詳細な解析と実験結果とを示したも

のである。まず，複合モード円錐ホーンおよび正四角錐ホーンにわけるサイドロープとビーム幅，な

らびに交差偏波特性に関する解析結果を述べて，複合モードホーンにおける交差偏波発生のメカニズ

ムを明らかにしている。続いて誘電体装荷ホーンの交差偏波特性に関する実験結果を述べ，特に誘電

体装荷円錐ホーンアンテナはその交差偏波特性がすぐれており，直交偏波による周波数再利用を行な

う反射鏡アンテナの一次放射器あるいは通信衛星のグローパルビームアンテナとしてきわめて有効で

あることを明らかにしている。

第 5 章は結論で，本研究で得られた成果を総括して述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，衛星通信に台ける最も重要な基幹技術の一つである開口面アンテナの高性能化に関する

研究をまとめたもので，その主要な成果を要約するとつぎのとおりである。

(1) 衛星通信用大口径アンテナの一次放射器として用いられる円錐ホーンアンテナについて理論的な

らびに実験的に詳細な研究を行ない，従来遠方界領域で用いられていた円錐ホーンアンテナを近接

領域で用いることにより，広い周波数帯域にわたって利得の高い大口径アンテナが得られるという

新しい事実を見出した。

(2) 上記の結論に基づいて，実際に開口径22m の衛星通信用アンテナを設計，製造し，茨城衛星通信

所に設置してその特性を実測し，従来のアンテナにくらべてすぐれた特性が得られることを確認し

た。なお，筆者の考案したこのアンテナは1967年より開始された日米間商用衛星通信に実用されて

いる。

(3) 人工衛星および電波星を用いた大口径アンテナの新しい利得測定法を考案し，従来の方法に含ま

れていた多くの誤差要因をすべて除去した確度の高い測定技法を確立した。なお，この測定法は筆

者の提案により，国際商業通信衛星機構(インテルサット)で採用され，現在世界的な利得の標準

測定法となっている。

(4) 大口径アンテナの新しい自己追尾方式を考案し，理論的ならびに実験的に詳細な検討を加えた。

なお，この方式による追尾装置は現在茨城衛星通信所において実用されているほか，諸外国の多く

くの地球局でも現用されている。

(5) 電気的にすぐれた特性を有し， しかも軽量，小型で、，かっ製造，調整の容易な誘電体装荷ホーン

アンテナを開発し，その特性を理論的ならびに実験的に解明した 0，このアンテナは大口径アンテナ

の一次放射器として用いられるほか， 1978年以降に計画されているインテルサット V号系衛星に搭

載されるアンテナの有力侯補のーっと考えられている。

(6) 誘電体装荷ホーンアンテナの交差偏波特性について詳細な理論解析と実験的検討を行ない，誘電
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体装荷円錐ホーンアンテナが周波数再利用に好適なすぐれた交差偏波特性を有することを明らかに

した。

以上のように，本論文は開口面アンテナとそれに関連する諸問題について，学術上の多くの新しい

知見を加えるとともに，工学的，技術的にすぐれた多くの考案，開発を行ない，重要な具体的成果を

をあげて衛星通信技術の向上に大きく貢献したばかりでなく，その成果はマイクロ波通信や周波数再

利用など広く通信工学の発展に寄与するところが多い。よって，本論文は博士論文として価値あるも

のと認Jめる。
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